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村のデキゴト
Village News

農
産
物
品
評
会

11
月
３
日
、
公
民
館
前
の

テ
ラ
ス
で
農
産
物
品
評
会

「
み
の
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
行
わ
れ
、
村
内
各
所

よ
り
、
見
事
な
農
産
物
が
数

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
村
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ
中

向
齋

藤

由

喜

会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

昭
和
支
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長
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大
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下
中
津
川
舟
木
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キ
子

金
山
地
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業
改
良

普
及
協
力
会
長
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大

豆
下
中
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川
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井
オ
ヨ
シ

昭
和
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長
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昭
和
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農
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光
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蒻
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津
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菅
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昇
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賞

カ

ブ
下
中
津
川
栗

城

秀
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サ
ツ
マ
イ
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大

芦
五
十
嵐
イ
チ
子

い
ん
げ
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佐

倉
酒

井

環

雑
穀
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門
特
別
賞

じ
ゅ
う
ね
ん
小
中
津
川

束
原
キ
ミ
ヨ

第
28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

11
月
20
日
、
第
28
回
ふ
く

し
ま
駅
伝
が
行
わ
れ
、
昭
和

村
は
、
7
町
村
の
合
同
チ
ー

ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
に
参

加
し
、
昭
和
中
学
校
1
年
生

の
本
名
萩
君
が
、
7
区
を
走

り
ま
し
た
。
５
・
２
㌔
の
距

離
を
18
分
5
秒
、
区
間
順
位

18
位
の
素
晴
ら
し
い
走
り

で
、
チ
ー
ム
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
総
合
タ
イ
ム
は

5
時
間
41
分
32
秒
で
、
オ
ー

プ
ン
参
加
の
た
め
順
位
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
総
合
29
位
相

当
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
を
委
嘱

教
育
委
員
会
委
員
に
、
本

名
敬
さ
ん(

下
中
津
川)

が

選
任
さ
れ
、
村
長
よ
り
任
命

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
教

育
行
政
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

県

知

事

来

村

内
堀
雅
雄
知
事
は
11
月
4

日
に
、
道
の
駅
か
ら
む
し
織

の
里
し
ょ
う
わ
を
訪
れ
、
か

ら
む
し
織
体
験
23
期
生
の
活

動
を
視
察
し
ま
し
た
。

糸
車
で
よ
り
を
か
け
る
作

業
や
、
機
織
り
の
作
業
を
見

学
し
、「
織
姫
制
度
が
長
く

続
い
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し

い
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

第
5
回
イ
チ
ョ
ウ
ま
つ
り

10
月
30
日
に
、
旧
喰
丸
小

学
校
校
庭
に
て
、
第
5
回
イ

チ
ョ
ウ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
、
喰
丸
地

区
の
方
に
よ
る
「
ち
ん
ど
ん

屋
」
と
フ
ラ
ガ
ー
ル
に
扮
し

た
練
り
歩
き
で
は
、
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
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台
湾
の
か
ら
む
し
品
種

十
六
年
ほ
ど
前
の
夏
に
、

一
ヶ
月
間
ほ
ど
、
小
中
津
川
に

滞
在
し
、
か
ら
む
し
引
き
作
業

等
を
体
験
・
研
修
さ
れ
た
台
湾

の
馬
芬
妹
（
ま
・
ふ
ん
ま
い
、

昭
和
二
七
年
生
）
さ
ん
。
か
ら

む
し
工
芸
博
物
館
の
開
館
一
年

前
の
年
で
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
で
展
示
計
画
設
計
・
展

示
品
等
の
収
集
を
馬
場
勇
伍
さ

ん
ら
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
く
展
示
計
画
に
関
与
さ
れ
て

い
た
宮
下
の
奥
会
津
書
房
の
遠

藤
由
美
子
さ
ん
を
通
じ
て
、
馬

さ
ん
を
紹
介
さ
れ
、
小
中
津
川

の
滞
在
先
を
訪
問
し
ま
し
た
。

馬
さ
ん
は
国
立
台
湾
工
芸
研

究
所
の
研
究
員
で
、
植
物
素
材

を
活
用
し
た
織
物
、
染
め
、
特

に
藍
の
研
究
者
で
し
た
。
日
本

文
化
女
子
大
学
で
織
物
を
学
ば

れ
、日
本
語
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

十
年
前
か
ら
原
油
価
格
が
高

騰
し
冬
場
に
熊
本
県
等
で
栽
培

さ
れ
て
い
た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

は
、
暖
房
費
を
捻
出
で
き
な
い

た
め
、
暖
か
い
冬
の
台
湾
に
産

地
が
移
り
ま
し
た
。
現
在
は
台

湾
人
の
方
が
沖
縄
本
島
中
部
に

農
園
を
持
ち
沖
縄
で
も
生
産
が

は
じ
ま
り
、
冬
場
の
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
は
台
湾
・
沖
縄
が
産
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
沖
縄

で
も
か
す
み
草
の
生
産
が
近
年

復
活
し
て
い
ま
す
。

私
は
台
湾
中
部
の
か
す
み
草

栽
培
の
個
人
調
査
に
、
こ
の

十
一
月
下
旬
に
自
費
で
台
湾
訪

問
す
る
の
で
、
馬
さ
ん
に
も
電

子
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
返

事
が
来
て
、
馬
さ
ん
の
東
海
岸

の
花
蓮
市
も
訪
問
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
、
馬
さ
ん
は

定
年
退
職
さ
れ
故
郷
の
花
蓮
市

に
戻
り
、
現
在
は
国
立
東
華
大

学
で
織
物
を
教
え
、
台
湾
の
藍

染
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
台
湾
藍
四
季
研

究
会
を
創
設
し
、
今
年
八
月

二
十
六
日
か
ら
九
月
十
八
日
ま

で
台
北
市
内
の
百
貨
店
で
「
台

湾
藍
と
日
本
の
阿
波
（
徳
島
）

藍
の
国
際
交
流
展
」
を
主
催
し

て
い
ま
す
。
会
員
に
は
台
湾
の

自
生
・
栽
培
の
苧
麻
を
利
用
し

た
作
品
も
あ
り
ま
す
。

十
一
月
は
じ
め
、
馬
さ
ん
か

ら
七
冊
に
な
っ
た
三
千
ペ
ー
ジ

（
厚
さ
十
五
セ
ン
チ
）
近
い
戦

前
の
台
北
で
出
版
さ
れ
た
資
料

の
写
し
『
台
湾
農
家
便
覧

第

六
版
』（
台
湾
総
督
府
農
業
試

験
所
、
昭
和
十
九
年
）
が
国
際

航
空
郵
便
で
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
（
写
真
一
）。

こ
れ
を
読
ん
で
み
る
と
、
ま
ず

ア
サ
の
栽
培
は
歴
史
上
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
苧
麻
（
か
ら

む
し
）
は
数
十
種
確
認
で
き
、

先
住
民
族
が
多
用
し
て
い
る
こ

と
、
日
本
統
治
と
な
り
こ
れ
ら

苧
麻
か
ら
系
統
選
抜
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

品
種
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
ま

す
。
い
く
つ
か
は
佐
倉
の
か
ら

む
し
工
芸
博
物
館
の
北
側
に
あ

る
「
世
界
の
苧
麻
園
」
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。心（
茎
・
軸
）

の
色
で
青
種
、
紅
種
の
ふ
た
つ

に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を

記
し
て
い
ま
す
（
二
〇
三
ペ
ー

ジ
）。青心

種
系
は
、
白
葉
種
に
属

し
、
茎
心
青
色
で
、
葉
裏
白
く
、

草
丈
高
く
、
茎
は
太
く
、
繊
維

の
長
さ
は
二
五
〇
セ
ン
チ
。
繊

維
の
色
は
緑
青
色
、
暗
青
色
で

品
質
良
く
、
繊
維
歩
留
ま
り
は

生
茎
の
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
。

産
地
で
の
栽
培
が
多
い
が
、
平

地
向
き
品
種
。「
大
有
」「
青
心

佳
苧
」「
鉄
線
枝
蕃
苧
」「
本
地

種
」「
白
皮
種
」
が
あ
る
。

紅
心
種
系
は
、
緑
葉
種
に
属

し
、
草
丈
は
二
メ
ー
ト
ル
。
茎

心
は
淡
黄
色
で
、
葉
裏
は
淡
黄

色
。
繊
維
は
淡
紅
、
紅
褐
色
、

粗
大
で
色
質
悪
い
、
青
心
種
に

比
べ
品
質
不
良
。
し
か
し
強
剛

で
傾
斜
地
、
乾
燥
地
、
痩
薄
地

に
よ
く
生
育
し
、
平
地
よ
り
山

地
向
き
の
品
種
。「
烏
皮
種
」「
人

苧
」「
紅
心
佳
苧
」
が
あ
る
。

馬
さ
ん
の
二
冊
の
著
作
（
写

真
二
）
で
は
、「
一
六
〇
〇
年

代
に
台
湾
の
藍
は
山
藍
、
木

藍
の
二
種
の
植
物
を
利
用
し

て
染
料
を
輸
出
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
そ
れ
は
無
く
な
り
、

一
九
九
五
年
か
ら
台
湾
工
芸
研

究
所
の
馬
さ
ん
ら
が
日
本
の
徳

島
県
の
阿
波
藍
に
研
修
に
来
ら

れ
、
復
活
の
道
筋
を
つ
け
ま
し

た
。小

さ
な
手
仕
事
は
、
工
業
製

品
よ
り
も
創
造
的
で
、文
化
的
。

自
然
志
向
や
手
作
り
感
覚
を
好

む
風
潮
に
合
い
、
台
湾
藍
の
活

動
は
様
々
な
一
般
の
方
々
に
広

が
り
、
藍
染
め
に
親
し
み
学
ぶ

活
動
と
し
て
広
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。

自
然
由
来
の
台
湾
藍
は
品
質

が
良
く
、
環
境
に
も
や
さ
し
い

の
で
、
生
活
を
潤
し
、
芸
術
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

台
湾
の
藍
染
工
芸
は
「『
台
湾

藍
・
草
木
情
・
工
芸
心
』
と
い

う
文
化
理
念
の
も
と
、
地
域

を
見
直
し
、
生
活
に
活
か
し

…
…
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
３６
回
～

▶
（
写
真
一
）
台
湾
農
家
便
欄

▶
（
写
真
二
）
台
湾
藍
染
著
作
本
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              区 分

  部 門

職員数 対前年

増減数

主な増減

理由平成27年 平成 28 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1 0
総務 11 11 0
税務 2 2 0
民生 6 5 ▲ 1 異動（▲ 1）
衛生 2 2 0
農林水産 5 6 1 異動（1）
商工 2 3 1 異動（1）
土木 3 2 ▲ 1 異動（▲ 1）
計 32 32 0

教 育 部 門 4 3 ▲ 1 異動（▲ 1）
消 防 部 門 0 0 0
小 計 36 35 ▲ 1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 5 5 0
水 道 1 1 0
交 通
下 水 道 2 2 0
そ の 他 3 4 1 採用 (1)
小 計 11 12 1

合   計 47 47 0
〔61〕 〔61〕

（1）一般職員給与費の状況（普通会計予算） （平成 28 年 4 月 1 日現在）

区分
職員数

A

給     与     費 1 人当たり

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 給与費 B/A

28 年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

35 111,223 15,785 40,789 167,797 4,794

区分 一般行政職
大学卒 高校卒

昭和村 181,700 円 148,700 円
福島県 188,400 円 153,200 円

国 215,640 円 177,120 円

（2）職員の初任給の状況 （平成 28 年 4 月 1 日現在）

28 年度支給割合 加算措置の状況

期末手当 勤勉手当

職制上の段階、

職務の級等によ

る加算措置

昭和村 2.55 月分 1.6 月分

福島県 2.55 月分 1.6 月分

国 2.6 月分 1.6 月分

（4）職員手当の状況 （平成 28 年 4 月 1 日現在）

区  分 給 料 月 額 等

給
料

村長 624,600 円
（694,000 円）

副村長 559,000 円
教育長 527,000 円

報
酬

議長 224,000 円
副議長 183,000 円
議員 165,000 円

期
末
手
当

村長 28 年度

支給割合

2.9 月分
副村長 2.9 月分
教育長 2.9 月分
議長 28 年度

支給割合

2.9 月分
副議長 2.9 月分
議員 2.9 月分

（5）特別職の報酬等の状況 （平成 28 年 4 月 1 日現在）

（1）部門別職員の状況と主な増減理由 （各年 4 月 1 日現在）

村職員の給与の実態について、そのあらましをお知らせします。
村職員の給与は、県の制度に準じ、村議会を経て条例で定めることになっています。

村 職 員 の 給 与 は こ の よ う に 支 給 さ れ て い ま す

注） 1 職員手当には退職手当及び児童手当を含みません。
   2 給与費は当初予算に計上された額です。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 (％ ) 1 年前の
構成比(％ )

1 級 主事の職務 15 42.9 38.9
2 級 主査の職務 3 8.5 16.7
3 級 主任主査、係長 10 28.6 27.8
4 級 課長相当職 0 0 0
5 級 課長 6 17.1 11.1
6 級 困難な業務を処理する課長 1 2.9 5.5

（3）一般行政職の級別職員数の状況 （平成 28 年 4 月 1 日現在）

注）1 昭和村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

村職員の定数管理は
このようになっています

村職員の定数管理の実態についてお知らせします。
村職員の定数は昭和村職員定数条例に定められ、 平成 10 年に策定された
定員適正化計画 （5 年毎に見直し） において管理されています。

注） 1 職員数は一般職に属する職員数です。
  2 〔〕内は、 条例定数の合計です。

注） 給料の （ ） 内は、 独自減額措置前の金額です。
















